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土
橋
　
律
（
昭
和
56
年
卒
）

日　　時：平成１9年１0月20日（土）
　　　　　１６：００～１８：００
場　　所：京王プラザホテル（新宿）
　　　　　47階　あおぞら
企　　画：『我が研究室自慢』
　　　　　スポーツ大会入賞研究室の学生
　　　　　に、今度は研究室紹介で競って
　　　　　もらいます。お楽しみに！
運営幹事：昭和５7年卒・平成４年卒

　　　　　　
第
155
回
親
和
会
総
会
・
懇
親
会
は
平
成
18
年

11
月
11
日
（
土
）
に
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
84
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
進
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
定
刻
の
16
時
過
ぎ
に
総
会
が
始
ま
り
、
理
事

退
任
の
件
、
理
事
選
任
の
件
に
つ
い
て
承
認
が

な
さ
れ
、
平
成
17
年
度
会
計
報
告
、
事
務
局
活

動
報
告
が
溝
部
事
務
局
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

今
回
の
担
当
幹
事
か
ら
の
挨
拶
に
続
い
て
、
三

浦
勇
一
会
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
次
期
会
長

の
加
治
久
継
様
、
次
期
副
会
長
の
北
澤
宏
一
様

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
刀
祢
館
正

之
様
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
を
か
わ
き
り
に
和

や
か
な
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
恒
例
に
よ
り
、

参
加
者
が
知
り

合
い
ど
う
し
固

ま
ら
な
い
よ
う

に
受
付
時
に
テ
ー

ブ
ル
指
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
対

面
の
先
輩
、
後
輩
の
新
た
な
交
流
が
広
が
り
ま

し
た
。

　
懇
親
会
中
盤
に
は
、
大
学
院
親
和
会
ス
ポ
ー

ツ
大
会
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
続
い
て
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、『
時
代
の
流
れ
に
合
わ

せ
進
化
す
る
５
号
館
』
と
題
し
て
工
学
部
５
号

館
の
最
近
の
様
子
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
上
映
し
ま

し
た
。
「
５
号
館
は
最
近
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

と
い
う
疑
問
に
答
え
よ
う
と
、
最
近
の
５
号
館

の
ハ
ー
ド
面
（
設
備
な
ど
）・
ソ
フ
ト
面
（
学

生
気
質
な
ど
）
を
Ｐ
Ｃ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
平
成
３
年
卒
の
幹
事
の
努
力

で
、
現
役
学
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

交
え
た
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ご

覧
に
な
っ
た
先
輩
か
ら
、
「
最
近
の
学
生
も
が

ん
ば
っ
て
い
る
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
時

は
、
幹
事
一
同
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
次
期
幹
事
か
ら
の
挨

拶
が
あ
り
、
御
園
生
誠
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
親
和
会
に
は
欠
席
が
ち
だ
っ
た
の

で
す
が
、
幹
事
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

前
回
・
今
回
と
２
回
続
け
て
出
席
致
し
ま
し
た
。

大
先
輩
か
ら
同
期
、
後
輩
ま
で
多
く
の
方
々
と

大
変
気
軽
に
交
流
で
き
、
思
わ
ぬ
人
の
つ
な
が

り
、
研
究
・
仕
事
の
つ
な
が
り
が
ひ
ら
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
気
軽
で
す
が
大
変
有
意
義
な

会
で
す
の
で
、
ま
ず
は
皆
様
ご
参
加
頂
く
こ
と

を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
終
わ
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
ご
出
席
頂
い
た
方
々
、
準
備
に
ご
努
力

頂
い
た
事
務
局
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
て
会
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第１５６回親和会のお知らせ！

幹事の皆さん！ありがとうございました。
次期幹事の皆さん、期待していますよ！



親
和
会
会
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て

三
浦
　
勇
一
（
昭
和
37
年
卒
）

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ
相
談
役

　
親
和
会
の
会
長

を
二
期
四
年
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
あ
ま

り
お
役
に
立
て
な

か
っ
た
こ
と
を
申

し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の

間
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
御
園
生
副
会

長
を
は
じ
め
理
事
、
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
事
務
局
長
の
溝
部
教
授
、
そ
れ
に
前
事
務
局

長
の
西
郷
教
授
と
事
務
局
の
近
藤
さ
ん
の
献
身

的
な
努
力
に
よ
っ
て
親
和
会
の
す
べ
て
の
活
動

が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
忙
な
時
間
を

割
い
て
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
準
備
を
し
て
下

さ
る
幹
事
の
皆
様
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
、

学
生
の
参
加
な
ど
が
功
を
奏
し
て
、
参
加
者
が

一
時
100
名
を
切
る
状
況
に
あ
っ
た
総
会
・
懇
親

会
が
盛
況
裡
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
総
会
に
は
出
席
で
き
な
い
遠
方
に
お

住
ま
い
の
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
年
会
費
を
納

入
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
和
会
の
継

続
的
な
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
改

め
て
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
事
務
局
の
大
変
な
ご
努
力
で
親
和
会
名
簿
は

改
訂
の
度
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
送
ら
れ
て
き
た
最
新
版
を
開
い
て
み
て
、

そ
の
最
初
の
頁
に
明
治
12
年
、
工
部
大
学
校
の

第
一
期
卒
業
生
の
中
に
高
峰
譲
吉
博
士
の
名
が

あ
る
の
を
発
見
し
て
感
動
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
も
っ
た
親
和
会
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
親
和
会
の
会
員
で
あ
る
小
宮
山
先
生
が
総
長
で

あ
る
間
に
東
京
大
学
は
創
立
130
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
と
伝
統

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
か
し
法
人
化
後
の
大
学
は

い
ま
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
学

が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
日
本
の
高
等
教
育

が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
に
よ
っ
て
日
本
の
将

来
が
決
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
人
化
後
、
年
々
１
％
ず
つ
削
減
さ
れ
て
い
る
国

立
大
学
運
営
交
付
金
の
配
分
に
、
さ
ら
に
成
果
主

義
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
い
ま
大
学
に
つ
い
て
、
も
っ
と
関
心
を
も

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
に
も
総
会
、
懇
親

会
に
よ
り
多
く
の
現
役

の
教
授
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
民
間
の
人
と

の
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
し
、
そ
れ
が

ま
た
一
方
で
親
和
会
の

意
義
を
高
め
、
出
席
者
の
増
加
、
親
和
会
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
加
治
新
会
長
、
北
澤
新
副
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
、
親
和
会
の
活
動
が
益
々
充
実

し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

退
任
に
あ
た
っ
て

御
園
生
　
誠
（
昭
和
36
年
卒
）

（
独
）製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
理
事
長

　
副
会
長
と
し
て
、

三
浦
会
長
を
４
年

間
補
佐
し
こ
の
度

退
任
し
た
。
こ
の

間
、
御
世
話
に
な
っ

た
役
員
諸
氏
ま
た

事
務
局
の
西
郷
、

溝
部
両
教
授
と
近
藤
さ
ん
に
謝
意
を
表
す
る
と

共
に
、
新
会
長
、
新
副
会
長
の
も
と
、
親
和
会

が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
よ
う
祈
念
す
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ら
で
、
わ
が
国
の
「
応
用
化
学
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
る
の
は
、
化
学
技
術

の
未
来
を
考
え
る
上
で
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
工
学
に
お
け
る
化
学
は
、
応
用
化
学
の

他
、
工
業
化
学
、
製
造
化
学
、
実
地
化
学
、
化

学
工
学
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

名
称
の
議
論
は
非
生

産
的
消
耗
戦
に
な
り

か
ね
な
い
の
で
こ
こ

で
は
し
な
い
。

　
近
代
の
科
学
と
工

学
（
技
術
）
が
同
時

代
に
輸
入
さ
れ
た
こ

と
と
産
業
重
視
の
国

策
か
ら
、
欧
米
と
は

画
然
と
異
な
る
工
学
重
視
の
大
学
教
育
が
日
本

の
特
徴
で
あ
っ
た
（
東
ア
ジ
ア
に
ほ
ぼ
共
通
）。

こ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
東
京
大
学
工

学
部
の
源
流
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
単
純
化
し
て

い
う
と
、
一
つ
は
開
成
学
校
か
ら
東
京
大
学
理

学
部
に
至
る
流
れ
で
、
も
う
一
つ
は
、
工
部
省

工
学
寮
か
ら
工
部
大
学
校
を
経
由
す
る
も
の
で

あ
る
。
１
８
８
６
年
（
明
治
19
年
）、
理
学
部
化

学
科
応
用
化
学
コ
ー
ス
と
工
部
大
学
校
（
応
用
）

化
学
科
が
合
流
し
て
、
新
設
の
帝
国
大
学
工
科

大
学
の
中
に
応
用
化
学
科
２
講
座
と
火
薬
学
科

１
講
座
が
で
き
た
。
当
時
、
理
学
部
に
は
応
用

化
学
以
外
に
も
工
学
系
学
科
が
あ
り
、
そ
れ
ら

も
工
科
大
学
に
移
行
し
た
。（
註
：
明
治
初
期
は

制
度
や
名
前
が
頻
繁
に
変
わ
っ
た
）

　
そ
の
後
、
工
科
大
学
（
１
９
１
８
年
か
ら
工

学
部
）
の
卒
業
生
た
ち
は
、
日
本
の
化
学
工
業

の
中
核
を
担
い
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。
帝
大

以
前
の
工
部
大
学
校
明
治
12
年
卒
の
高
峰
譲
吉

の
よ
う
に
米
国
実
業
界
で
成
功
し
た
も
の
や
同

期
の
森
省
吾
（
工
業
化
学
会
初
代
副
会
長
、
会

長
は
榎
本
武
揚
）
、
２
年
後
の
河
喜
多
能
達
が

い
る
。
ま
た
、
日
本
化
学
会
初
代
会
長
久
原
窮

弦
や
高
松
豊
吉
、
中
沢
岩
太
は
理
学
部
工
学
科

卒
と
し
て
親
和
会
名
簿
に
載
っ
て
い
る
。
帝
大

に
な
っ
て
か
ら
も
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
め

の
卒
業
生
に
、
鴨
居
武
、
田
中
芳
雄
、
喜
多
源

逸
、
石
川
一
郎
、
厚
木
勝
基
、
荘
原
和
作
、
亀

山
直
人
な
ど
錚
々
た
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
名
が

あ
る
。
第
２
次
大
戦
後
、
工
学
部
大
再
編
が
あ
っ

て
、
応
用
化
学
科
（
４
専
修
構
成
）
が
再
発
足
、

さ
ら
に
、
１
９
６
０
年
代
の
高
度
成
長
と
と
も

に
拡
大
し
て
４
学
科
体
制
〈
工
業
化
学
、
合
成

化
学
、
燃
料
工
学
（
後
に
反
応
化
学
）
、
化
学

工
学
〉
が
あ
っ
た
。
１
９
９
２
年
に
始
ま
る
大

学
院
重
点
化
、
そ
し
て
独
立
法
人
化
、
さ
ら
に
、

工
学
に
対
す
る
時
代
の
要
請
の
大
き
な
変
化
の

中
で
、
化
学
・
生
命
系
３
学
科
３
専
攻
体
制
が

で
き
た
。
応
用
化
学
系
の
み
な
ら
ず
、
工
学
系

全
体
が
、
戦
後
だ
け
で
も
３
回
目
の
大
変
革
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
変
容

を
遂
げ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
学
部
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
学
生
全
員
を
豪
華

な
親
和
会
（
同
窓
会
）
に
招
待
し
て
く
れ
た
先

輩
た
ち
の
厚
意
を
今
で
も
思
い
出
す
。
懐
古
的

に
な
っ
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
が
、
先
人
た

ち
の
積
み
重
ね
た
歴
史
を
想
い
つ
つ
、
未
来
に

向
け
て
、
真
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
「
工
学
と

し
て
の
化
学
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
専
門
と
す
る
プ
ロ
集
団
で
あ
る
親
和
会

に
と
っ
て
意
義
深
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



身
辺
雑
記  

早
野
茂
夫
（
昭
和
61
年
退
官
）

　

 

　
化
学
・
生
命
系
で
は
、
次
の
教
職
員
の
方
々 

 

が
退
職
及
び
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

堤
敦
司
助
教
授
　
　
　
生
産
技
術
研
究
所
教
授

山
口
猛
央
助
教
授
　
　
東
京
工
業
大
学
教
授

守
山
雅
也
講
師
　
　
　
大
分
大
学
助
教
授

伊
藤
大
知
助
手
　
　
　
東
京
工
業
大
学
助
教
授

築
地
真
也
助
手
　
　
　
京
都
大
学
助
手

中
島
正
和
助
手
　
　
　University of Sydney Research Associate

深
尾
太
郎
助
手
　
　
　
医
科
歯
科
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ェ
ロ
ー

船
越
正
機
助
手
　
　
　
定
年
退
職

前
之
園
信
也
助
手
　
　
北
陸
先
端
大
学
助
教
授

萱
野
英
子
技
術
専
門
職
員
　
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
所
係
長

　
昭
和
23
年
３
月
、

第
二
工
学
部
を
卒
業

し
て
企
業
に
数
年
勤

務
し
た
後
、
３１
年
に

生
産
技
術
研
究
所
、

浅
原
照
三
教
授
研
究

室
の
助
手
に
任
用
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
３８
年
間
、
東
大
に
お

世
話
に
な
っ
た
。

　
生
産
研
、
環
境
安
全
セ
ン
タ
ー
等
で
、「
大
学

紛
争
」
の
激
動
を
体
験
し
、
普
段
は
と
て
も
お

話
し
で
き
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
方
々
と
接
触
・

交
流
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
鎌
田
仁
先
生
が
献

身
的
に
推
進
さ
れ
た
環
境
安
全
セ
ン
タ
ー
の
運

営
で
は
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
東
大
退
職
後
、
二
つ
の
大
学
に
勤
務
し
た
が
，

平
成
９
年
に
教
職
を
辞
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
以
前
か
ら
、
余
裕
が
で
き
た
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
好
き
な
も
の
を
写
し
て
歩
こ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
居
住
す
る
市
川
市
内
の
カ
メ
ラ
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
て
、
年
に
数
回
開
か
れ
る
撮
影
会

に
参
加
し
、
都
の
周
辺
を
は
じ
め
、
信
州
、
九

州
な
ど
に
も
遠
征
し
た
。

　
４
年
前
、
市
の
定
期
健
康
診
断
で
前
立
腺
が

ん
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
稲
毛
の
放
射
線
医
療

研
究
所
で
重
粒
子
線
の
照
射
を
行
い
、
そ
の
後
，

市
の
病
院
で
治
療
を
続
け
て
い
る
。
一
昨
年
に

は
心
臓
の
心
房
細
動
が
見
つ
か
り
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
埋
め
込
ん
だ
。
今
年
に
な
っ
て
下
肢
動

脈
の
閉
塞
性
歩
行
障
害
が
起
こ
り
、
目
下
、
状

況
観
察
を
続
け
て
い
る
。

　
年
を
取
れ
ば
誰
で
も
不
具
合
が
起
こ
る
の
は

仕
方
が
な
い
の
で
、
無
理
を
し
な
い
程
度
に
動

い
て
い
る
。

　
最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
始
め
た
が
、

何
台
目
か
に
求
め
た
６００
万
画
素
の
解
像
力
の
カ

メ
ラ
に
長
焦
点
の
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
を
つ
な
げ
、

散
歩
に
持
ち
歩
き
、
面
白
い
と
思
う
状
況
を
収

め
て
い
る
。

　
拙
宅
の
近
く
に
は
、
千
葉
県
が
管
理
す
る
境

川
が
流
れ
て
い
る
。
市
の
下
水
対
策
の
遅
れ
で
、

水
質
は
悪
く
、
ド
ブ
川
に
近
い
の
が
実
態
だ
。

川
の
ほ
と
り
に
小
公
園
が
あ
っ
て
、
カ
ン
ヒ
ザ

ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
１
月
中
旬

頃
か
ら
３
月
初
め
ま
で
開
花
す
る
。
花
が
筒
状

に
下
向
き
に
開
く
の
で
、
こ
の
蜜
を
吸
い
に
集

ま
る
小
鳥
た
ち
（
メ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
）

は
仰
向
け
に
枝
に
つ
か
ま
り
、
嘴
を
花
弁
の
中

に
差
し
込
む
。
面
白
い
こ
と
に
数
多
く
飛
来
す

る
メ
ジ
ロ
は
ほ
と
ん
ど
が
雌
雄
が
ひ
と
つ
が
い

と
な
っ
て
寄
っ
て
く
る
。

　
今
年
は
寒
暖
の
変
化
が
例
年
よ
り
激
し
く
、

気
象
庁
は
桜
開
花
の
予
想
を
立
て
る
の
に
苦
労

し
た
と
い
う
が
、
３
月
２７
〜
２８
日
頃
か
ら
境
川

の
両
岸
に
立
ち
並
ん
で
い
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

咲
き
始
め
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
気
を
付
け

て
み
る
と
、
花
ア
ブ
と
い
う
昆
虫
が
集
ま
っ
て

く
る
。
花
ア
ブ
は
体
長
が
せ
い
ぜ
い
１０
㎜
足
ら

ず
な
の
で
、
カ
メ
ラ
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
支
え
、
焦
点
を
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
な
い

と
い
け
な
い
。
こ
の
注
意
を
守
れ
ば
、
好
天
で

あ
れ
ば
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
は
２００
分
の
一
秒
で

Ｏ
Ｋ
で
あ
る
。
成
功
し
た
画
像
で
は
、
花
ア
ブ

が
桜
の
シ
べ
を
押
し
分
け
て
嘴
を
さ
し
込
み
、

蜜
を
吸
っ
て
い
る
状
況
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。

　
昨
年
秋
頃
か
ら
、
身
近
に
集
ま
る
小
動
物
を

写
す
と
い
う
右
の
よ
う
な
戦
術
を
立
て
て
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
生
い
茂
る
市
有
地
に

集
ま
る
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ

ウ
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
接
写
が
で
き
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
最
近
で
は

温
暖
化
の
た
め
に
チ
ョ
ウ
の
分
布
圏
が
高
緯
度

帯
に
北
上
し
て
い
る
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
身
辺
の
雑
事
を
カ

メ
ラ
を
通
し
て
観
察
し
て
い
る
と
、
環
境
の
変

化
を
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

観
察
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
得
ら

れ
る
ら
し
い
と
考
え
て
い
る
。

平成18年度繰越金   
年会費   
寄付   
利息   

　合　　　　計

4,779,450
4,699,480
25,770
212

9,504,912

会報印刷費
通信費
親和会組織化費
第155回親和会補填
大学院親和会支援費
事務局運営費

　合　　　　計
 

510,740
978,125
32,000
95,370
93,712

1,358,953

3,068,900

6,436,012

《
平
成
18
年
度
会
計
報
告
》

　
第
155
回
親
和
会
で
は
、
左
記
の
各
議
題
が
審

議
さ
れ
、
理
事
会
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
　
退
任
理
事
の
件

下
川
　
洋
市
（
昭
和
３５
年
応
用
化
学
科
卒
）

瀬
田
　
重
敏
（
昭
和
３５
年
応
用
化
学
科
卒
）

瓜
生
　
敏
之
（
昭
和
３６
年
応
用
化
学
科
卒
）

御
園
生
　
誠
（
昭
和
３６
年
応
用
化
学
科
卒
）

三
浦
　
勇
一
（
昭
和
３７
年
応
用
化
学
科
卒
）

和
田
　
啓
輔
（
昭
和
３９
年
合
成
化
学
科
卒
）

相
馬
　
和
彦
（
昭
和
３９
年
燃
料
工
学
科
卒
）

2
　
選
任
理
事
の
件

加
治
　
久
継
（
昭
和
３９
年
化
学
工
学
科
卒
）

会
長
　

北
澤
　
宏
一
（
昭
和
４３
年
工
業
化
学 

　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
士
修
了
）

副
会
長

親
和
会
理
事
・
事
務
局
長
　
溝
部
　
裕
司繰

越

支
出
の
部

収
入
の
部
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学
生
時
代
に
受
け
た
授
業
で
い
つ
ま
で
も
し
っ

か
り
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
内
容
そ
の
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
教
え
る
こ
と
に
対
す
る
先
生
の
思
い
入

れ
で
あ
り
、
そ
の
先
生
の
、
私
が
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
「
大
学
の
先
生
ら
し
さ
」
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
高

校
で
の
授
業
と
の
不
連
続
性
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
大

き
さ
と
い
う
点
で
、
駒
場
時
代
の
授
業
に
印
象

深
い
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
専
門
に
進
ん
で

か
ら
も
５
号
館
の
多
く
の
先
生
方
か
ら
強
烈
な

薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
授
業

を
受
け
た
頃
が
大
変
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
親
和
会
懇
親
会
は
１０
月
２０
日
に
開
催

予
定
で
す
が
、
現
役
、
そ
し
て
退
官
さ
れ
た
先

生
方
に
は
、
是
非
と
も
お
顔
を
み
せ
て
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
生
の
方
々
に

と
っ
て
、
自
身
の
指
導
教
官
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
他
の
先
生
方
と
も
学
生
時
代
の
思
い
出
、

授
業
の
思
い
出
な
ど
を
語
り
合
う
場
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
月
を
も
っ
て
、
三
浦
会
長
、
御
園
生

副
会
長
を
は
じ
め
、
現
在
の
親
和
会
を
立
ち
上

げ
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
た
理
事
の
方
々
が
ご
退
任
に
な
り
ま
し

た
。
永
年
の
ご
尽
力
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。            

　
（
記
／
溝
部
裕
司
）

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

50 
年

鬼
塚
　
磐
雄
（
昭
和
35
年
卒
）

16
　
駒
場
時
代
の
ク

ラ
ス
会
が
駒
場
を

出
て
50
年
の
記
念

誌
を
作
る
こ
と
と

な
り
、
先
日
そ
の

50
年
を
振
り
返
っ

た
原
稿
を
幹
事
に

送
っ
た
。
手
抜
き
で
あ
る
が
、
同
じ
テ
ー
マ
で

書
か
せ
て
頂
く
。

　
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
駒
場
に
１
年
余
計
に

い
た
の
で
こ
の
50
年
は
正
確
で
は
な
く
、
ま
た

先
輩
か
ら
は
50
年
く
ら
い
で
で
か
い
面
を
す
る

な
、
と
の
お
叱
り
も
あ
ろ
う
が
、
お
許
し
頂
き

た
い
。

　
昭
和
30
年
代
初
め
は
戦
後
10
年
。
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
は
い
わ
れ
た
が
、
ま
だ
ま

だ
復
興
途
上
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
半
世
紀
、

思
え
ば
遥
か
に
来
つ
る
も
の
か
な
、
で
あ
る
。

　
い
つ
の
時
代
で
も
半
世
紀
経
つ
と
世
の
中
変
わ
っ

て
い
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
50
年
は
や
は
り

人
類
史
的
に
も
格
段
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
勿
論
、
人
間
の
浅
知
恵
、
愚
か
さ
、
い

さ
か
い
、
悪
巧
み
、
と
い
っ
た
面
で
は
進
歩
は

な
く
、
む
し
ろ
退
歩
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
世
界
で
は
い
ろ
い
ろ
悲
惨
な
い
さ
か
い
も
あ
っ

た
が
、
日
本
は
そ
の
前
の
時
代
の
よ
う
な
戦
争

が
な
く
平
和
で
本
当
に
幸
い
だ
っ
た
。
但
し
戦

争
に
金
を
出
し
た
り
、
戦
争
を
始
め
る
の
に
賛

成
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
50
年
前
の
想

定
外
だ
っ
た
し
、
今
や
戦
後
生
ま
れ
の
政
治
家

達
の
言
動
に
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
事
か
と
は
ら

は
ら
す
る
が
、
日
本
も
世
界
も
、
少
な
く
と
も

平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
望
す
る
。

　
当
時
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
の
発
明
ま
も
な
く

で
、
東
通
工
、
今
の
ソ
ニ
ー
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・

ラ
ジ
オ
を
出
し
た
ば
か
り
。
や
が
て
半
導
体
の

時
代
と
な
り
、
今
は
Ｉ
Ｔ
革
命
。
パ
ソ
コ
ン
を

家
庭
で
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
こ
の
文

章
も
書
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
っ
て
い
る
。

　
親
和
会
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で

こ
れ
ら
時
代
の
変
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ

と
と
思
う
。
私
も
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
繊
維

原
料
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
や
製
造
、
開
発
に
従
事

し
、
い
く
ば
く
か
の
寄
与
を
し
た
か
と
思
う
が
、

一
方
で
の
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
は
思
い
も
よ

ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
設
計
や
製
造
の

立
場
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
常
に
努
力
し
て
き

た
の
だ
っ
た
が
。
そ
の
契
機
は
大
学
卒
業
後
企

業
に
入
っ
て
最
初
の
仕
事
、
天
然
ガ
ス
か
ら
メ

タ
ノ
ー
ル
の
製
造
で
あ
っ
た
。
当
時
は
本
な
ど
、

合
成
ガ
ス
製
造
と
い
え
ば
ま
だ
石
炭
ガ
ス
化
の

記
述
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
国
井
大
蔵
先
生
の
「
炉

と
燃
焼
装
置
」
と
い
う
本
で
「
ガ
ス
化
装
置
の

効
率
は
投
入
し
た
石
炭
の
発
熱
量
に
対
す
る

C
O
+
H
2

の
発
熱
量
で
表
わ
さ
れ
る
」
と
あ
り
、

な
る
程
と
感
銘
を
受
け
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存

の
法
則
か
ら
当
然
だ
が
、
と
か
く
物
質
だ
け
に

目
を
奪
わ
れ
が
ち
な
自
分
を
反
省
し
た
。

　
石
炭
を
天
然
ガ
ス
に
置
き
換
え
、
合
成
装
置

ま
で
含
め
れ
ば
メ
タ
ノ
ー
ル
製
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
に
な
り
、
本
質
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
料

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
現
在
、
メ
タ

ノ
ー
ル
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
の
性
能
は

製
品
ト
ン
当
た
り
消
費
天
然
ガ
ス
の
ギ
ガ
・
ジ
ュ
ー

ル
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
暴
論
の
そ
し
り
は
あ

ろ
う
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
で
の
窒
素
、
メ
タ

ノ
ー
ル
製
造
で
そ
れ
に
相
当
す
る
二
酸
化
炭
素

は
、
本
質
で
は
な
い
。
各
種
炭
化
水
素
や
他
の

有
機
化
合
物
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
る
し
、
鉄
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
っ
て
い
る
。

物
質
に
価
値
を
与
え
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
物
質
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
化
身
、
化
学
工
業

も
発
電
同
様
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
で
あ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
の
革
新
と
し
て
燃
料
電
池
に
は
大

い
に
期
待
す
る
が
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
議
に

は
、
時
と
し
て
電
気
と
対
置
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
本
質
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
処
に
最
近
は
バ
イ

オ
燃
料
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
る
。
大
い
に
結
構

だ
が
、
す
べ
か
ら
く
目
配
り
さ
れ
た
大
局
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
見
定
め
て
い
か
ね
ば
な
る

ま
い
。

　
大
分
脱
線
し
た
が
、
年
寄
り
の
妄
言
と
お
許

し
頂
き
た
い
。

新
会
長
・
副
会
長
の
ご
挨
拶
は
、
次
号
に
掲
載

致
し
ま
す
。

加
治
久
継 

新
会
長

北
澤
宏
一 

新
副
会
長


